
















を進めている。そして 2001 年に BJF の指導の
下に，The Centre for Intergenerational Practices
（CIP）を設立し，英国中の世代間交流実践の発
展を支援している。このような背景をもつ英国内






















謝辞が 2010 年 4 月 1 日～ 2011 年 3 月 31 日の
年報に記述されている。また，この期間に亡く


































 　2010 年 4 月 1 日～ 2011 年 3 月 31 日までの
1 年間の活動は，次のように記されている。
1. Tower Hamlets で
 Dressing Up! 2010,  Moving Lives, 2011, 
Grand Explorers, Mosaic Project 2010, 
An Apple a Day, Photowalks, Singing 
Project 2010,  St Hilda’s Project, Holler, 
Intergenerational Choir, Cocktails in Care 
Homes,  Go & See,  Film Club, Pen Friends
2. Tower Hamlets の外で
 A Different View,  The Geffrye Museum of 
the Home,  Old, New, Borrowed, Blue
3. Students on Course Placements
4. Cocktails in Care Homes Volunteers
5. Annual Report Credits
6. Annual Report Photography
　この 1 年間で 152 回のワークショップとイベ
ントをタワーハムレットとイズリングトンで行っ
た。290 名のレギュラーの参加者と 45 名の短期
の参加者がいた。36 人は 2 日以上のプロジェク
トに参加していた。3500 回以上の Photowalks 






　黒人　8% （24 人），その他　6％（17 人）
参加者の年齢は次の通りである。
 75 歳以上（116 人）40％， 65 歳～ 74 歳（40 人）
14％
 25 歳～ 64 歳（15 人）5％， 18 歳～ 24 歳（37 人）
13％
 5 歳～ 17 歳（82 人）28%
参加者の性別
 女性（226 人）78%，男性（64 人）22%
年報で紹介されている参加者の声を記してみる。
・高齢の参加者


















　筆者らが Magic Me を訪れた時，用意されてい
たランチを頂き乍ら，スーザンさんのお話をう
かがった。それから，当日予定されていた The 




の作品を製作した。1 つの机に高齢者 1 ～ 2 人と
生徒 2 ～ 3 人が仲良く協力してテーマ作りをし
た。スーザンさんと，もう 1 人専門の女性スタッ
フが指導した。
写真３ Magic Me の世代間交流活動に参加しているロンド
ンのクララ・グラント小学校
　
　活動のあと再び Magic Me に戻り，お茶を頂い
た。夕方 6 時頃，そこから Magic Me が定期的に























～ 18 歳までの 1300 名の生徒が学んでいる。労
働党の党首やロンドン市長もかつての卒業生であ
り，公立校一のエリート校とされてきた。現在，
























た Career Academies がある。
・学校は活動やイベントのために，地域に資
源として用いられている。Camden Parents’ 
Day, Dads in the Picture, Gospel Oak young 










Graffiti art と T シャツ作りがある。
・Haverstock Community 安全委員会が Haverstock
でスタートした。














・Let’s face the music and dance
―Tea Dance は Parent’s Day を祝うために
2008 年に，バレンタインは 2009 年から始
まった。
写真６　世代間交流で製作された握手の彫刻
・A special project : Hand built
―若者と高齢者の間に信頼を築くことを目的































（3）London Borough of Camden Councilの世代間
交流の実践
　London Borough of Camden Council で 働 く
Vanda Carter さんは，公立の世代間交流を実践




うかがえる。London における Intergenerational 





・SHAK Photography Project　　・Life 
Stories　・On the Road with KOVE
・Tree of Life Garden Ceramic Project
・Hand Built　・Bridge the Gap
・Building Bridges　　・Bubby Bags Project
・Intergenerational Work at Castle Haven 
Community Association
・West Hampstead Events Association for 
Residents and Tenants
・Branch Hill House Residential Care Home
・Intergenerational Activities in the Kentish 
Town area
・Camden Green Fair & Bike Fest-Tea Dance
・The Archaeology of Conflict・Acting up at 
Kings gate



















① The Haven After School Club ＆ Junior Youth 
Inclusion Project
―8 ～ 12 歳の子どもたちが放課後，月～金




ポンドである（日本円 約 363 円）。






ている。HELPS の活動は London 自治区 
Camden 評議会に設置された CCA の役割
である。
③ CCA Youth Café
























 　このセンターの 2011 ～ 2012 年の活動予








 　これは，Camden adult social care サービ
スと Camden CSF の犯罪少年のための事業
計画と共同で取り組まれている。Vanda さん




























2. Manchester City 評議会における世代間交流
　マンチェスターは，ロンドンから北西へ汽車で










　マンチェスターは人口約 40 万人，greater マ
ンチェスターは人口 200 万人である。ジェネー
ブ，ニューヨーク，ブリュセル，カナダ，オー
ストラリアと並び，英国で唯一つの WHO の Age 
Friendly Cityのネットワークをもつ都市である。
（1） Manchester City 評議会（以下 MCC）
 　MCC はロンドンの Magic Me および Linking 
Generations North Ireland と 同 様 に ベ ス・
ジョンソン財団の Intergenerational Advisory 
Group の一員として活動している。City 評議




 　Sally さんと Patric さんが著者らを待ってお
られ，説明して下さった。Patric さんはベス・
ジョンソン財団で 3 年間仕事をしていた。2009
年～ 2011 年のプログラムは 13 の世代間交流プ
ロジェクトから成り立っている。それは①若者
と高齢者の共働（Shared Spaces）②技能と学習
のシェア（Shared Skills and Learning）③健康
と福利（Health and Wellbeing）④家族（Families）
の 4 つのテーマに基づいている。







 　イングランド内の 12 の地方当局が，資金を
供給されることに成功した。
（2）背景
















































イ ル ラ ン ド は，EMIL（The European Map of 










（1）Linking Generations Northern Ireland（以 下
LGNI）
























ている。Linking Generations Initiative の広
い目的は世代間交流の連帯感を促進すること
である。





























 　LGNI は The Atlantic Philanthropies から
今後三年間，資金を継続して得ることに成功






21 日に開かれ，4 月 18 日と 5 月 23 日には，
Craigaron の Hub で，トレーニングが計画さ
れた。
おわりに
　今日世界のあらゆる情報が瞬時に，日本に居な
がら入手できる。「世代間交流」についても，そ
れが当てはまるといえる。しかし，生の活動から
もたらされる臨場感は，現地に赴き，関わってい
る担当者から話を聞き，活動を実際に共におこな
い，1 メンバーとして参加することにより得られ
ることができるといえよう。調査期間は短いが，
国・民族を越えて共有した貴重な時間を通して連
帯感，友情，互いの尊敬などに気付かされる。
　英国は日本と同様に高齢社会であり，類似の社
会問題を抱えているが，いち早く民間と行政の連
携の基に，世代間交流の実践が確固たる理念と専
門性を踏まえて，着々と進められ根を下ろしてい
ることを知ることができた。
???
?
